
３ 遺構 

掘立柱建物
ほったてばしらたてもの

 ３棟
とう

の建物を確認しています。建物を構成
こうせい

する柱穴
ちゅうけつ

のほかにも、木柱
もくちゅう

の一部が残って

いる柱穴や柱痕
ちゅうこん

（木柱の痕跡）が認められる柱穴がたくさん見つかっていることから、今後の検討を

重ねることで建物の数は更に増える可能性があります。 

井
い

   戸
ど

 数が非常に多く、現段階で 60 基以上を確認しています。すべて井
い

戸
ど

側
がわ

（土
ど

留
と

め施設）を

持たない素
す

掘
ぼ

りの井戸で、直径は 80cm から１ｍが多く、中には 1.6ｍのものもあります。深さはおお

むね 70cm から１ｍで、深いものは 1.5ｍ以上あります。ほとんどの井戸で湧水
ゆうすい

を確認しています。井

戸の中には、埋める際に箸
はし

や曲物
まげもの

など雑多な木製品を一括
いっかつ

廃棄
は い き

したものや、土器や石などを入れ祭祀
さ い し

を

執
と

り行ったと考えられるものがあります。 

  溝
みぞ

   大小の溝を検出しています。幅が 50cm ほどの狭いものや、２ｍほどの広いものがありま

す。幅の広い溝は、方形に巡
めぐ

ると推測されるものや、直
ちょっ

交
こう

するものの存在から屋敷地の区画のために

造られたと考えています。一部の溝では掘り直しも行われたようです。 

 

４ 遺物 

遺物は井戸や溝を中心に出土していて、時期はおおむ

ね鎌倉から室町時代のものと考えられます。 

 土器では土
は

師
じ

質
しつ

土
ど

器
き

、珠
す

洲
ず

焼
やき

、瀬
せ

戸
と

・美
み

濃
の

焼
やき

に加え、

青
せい

磁
じ

などの輸
ゆ

入
にゅう

陶
とう

磁
じ

器
き

があります。石製品では砥
と

石
いし

、

硯
すずり

、茶
ちゃ

臼
うす

、石臼
いしうす

と、焼けた礫
れき

がたくさん出土していま

す。木製品では箸
はし

、匙
さじ

、曲物
まげもの

、ヘラ状、木柱
もくちゅう

などが出

土しています。また炭化した籾
もみ

の 塊
かたまり

が井戸から見

つかっています。よく観察すると籾殻
もみがら

と中の米が確

認できます。 

 

５ まとめ 

今回の調査では、中世（鎌倉・室町時代）の集落跡

が見つかりました。遺構は柱
ちゅう

穴
けつ

や井戸を中心に多く

見つかり、建物の建て替えや井戸の掘り直しを繰り

返し行っていた様子がうかがえます。また、これらの

遺構は調査区で集中する所とそうでない所が見られ

ます。今後整理作業を進めていく中で、集落の構
こう

造
ぞう

や

時代による遺構の変
へん

遷
せん

、そして当時の人々の暮らし

ぶりなどを明らかにしていきたいと考えています。 

 

 

 

平成 30年９月９日（日） 
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１ 遺跡の概要 

 丘江遺跡は柏崎平野北西部、鯖
さば

石
いし

川
がわ

左岸の沖
ちゅう

積
せき

地
ち

に位置します。国道８号柏崎バイパス事業に伴い

これまでに５回の発掘調査（Ⅰ～Ⅴ次調査）が行わ

れ、中世（鎌
かま

倉
くら

・室
むろ

町
まち

時代）を中心に縄
じょう

文
もん

時代から

江
え

戸
ど

時代まで断
だん

続
ぞく

的
てき

に人々が生活していた痕
こん

跡
せき

が

見つかっています。丘江遺跡周辺では、同じく柏崎

バイパス事業に伴って東
ひがし

原
はら

町
まち

遺跡・宝
たから

田
だ

遺跡・山
やま

崎
ざき

遺跡などが調査され、やはり中世を中心とした

集
しゅう

落
らく

域
いき

と水田などの生
せい

産
さん

域
いき

が見つかっています。 

 平成 30年度は２地点（Ⅵ・Ⅶ次調査）で発掘調査

を進めており、本調査区（Ⅶ次調査）は約 2,000㎡

が対象となっています。今回の調査では現在の地表

面から約 1.2ｍ下で、中世の集落跡が見つかりまし

た。また、調査区内には、江戸時代以降に造
つく

られた

屋
や

敷
しき

地
ち

を区
く

画
かく

する土
ど

塁
るい

が残っていました。 

 

２ 基本層序 

０層 表土・盛土 

Ⅰ層 耕作土（近世以降の水田） 

Ⅱ①層 中世の遺
い

物
ぶつ

包
ほう

含
がん

層
そう

 

Ⅱ②層 中世の遺
い

構
こう

検
けん

出
しゅつ

面
めん

 

 Ⅱ①層は調査区の南側で確認できます。北側は江

戸時代以降の耕作などで削
さく

平
へい

や撹
かく

拌
はん

を受けていま

す。標高は６～７ｍで、調査区内はほぼ平坦です。 

丘
おか

江
え
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－２～３－ 

区画溝（SD16085）断面 西から 
集落内を区画する溝で、断面が逆台形の形状となってい

ます。溝の中から珠洲焼や焼けた礫が出土しています。 

柱穴（P16206）遺物出土状況 南から 
柱穴の底に土師質土器が据

す

えてありました。建物に伴う

祭
さい

祀
し

行
こう

為
い

と考えられます。 

柱穴（P16149）断面 西から 
建物の木柱が一部腐りきらずに残っていました。柱の径

はおおよそ９㎝で、柱としては細い印象を受けます。 

井戸（SE16017）遺物出土状況 南から 
箸や曲物のほか雑多な木製品が同じ深さで多量に出土しま

した。埋め戻す時に一括で廃棄したものと考えられます。 

井戸（SE16333）遺物出土状況 南から 
青磁の破片と完形の土師質土器が一緒に出土しました。

埋め戻す際の祭祀の痕跡と考えられます。 

土坑（SK16405）完掘 北から 
長さ 4.6ｍ×2.0ｍ、深さ 80㎝の長方形を呈

てい

する竪穴状
たてあなじょう

遺構です。瀬戸・美濃焼の合子
ご う し

が１点出土しました。 

土塁検出状況 北東から 
調査区内にＬ字状で残っていました。出土遺物から、江

戸時代頃に造られ、現代まで使用されていたようです。 
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